
2009年 11月 18日(水) 第４限 302教室

日本史Ａ指導案 ３年選択科目 男子 11 名 女子 26 名

計 37名

教 材 (教科書)『日本史Ａ 現代からの歴史』東京書籍

(史料集)『精選日本史史料集』第一学習社

(図 説)『増補 総合資料日本史』浜島書店

単 元 政党政治と大衆文化

本時目標 政党政治の成立について。

本格的な政党内閣として成立した原敬内閣は、デモクラシーの風潮の中で

どのような政策をとったのか、｢平民宰相｣の政治は、平民のための政治であ

ったのかを、考えてみる。

第二次護憲運動後の、政党内閣の出現までの展開を示したい。

導 入 大正時代の復習

第一次護憲運動(1913) → 第一次世界大戦(1914～ 18)

→ ２１カ条の要求(1915) → ロシア革命(1917)

→ シベリア出兵(1918～ 22) → 米騒動(1918)

→ 関東大震災(1923) → 第二次護憲運動(1924)

展 開 １．原敬内閣の性格 国民は｢初の本格的な政党

平民宰相 内閣｣と｢平民宰相｣であるこ

とを期待していた。

２．原敬の４大政策

交通機関の充実・産業の振興 これらの政策が国民に与

・教育の拡充・国防の充実 えた影響は如何に。

３．普通選挙についての態度 原敬は、決してデモクラ

小選挙区制導入、 シーの推進者ではなかった。

選挙権資格引き下げ

４．第二次護憲運動の展開と結果 ｢特権内閣｣を否定し、"憲

護憲三派内閣 政の常道"が始まる。

５．普通選挙法の成立と治安維持法の制定 ｢維持法｣制定の事情

期間は短いが、これから政党内閣の幕開け

となる。が一方慢性的不況と共に軍部の発言

が強化されていく。


